
所 属 農政部 農業振興課

担当(係)名 構造改善担当 内線 2669

（款）６農林水産業費 （項）１農業費 （目）（11）植物防疫費

（明細書事業名）○植物防疫総合推進費

鳥獣害対策推進事業費、獣害総合対策事業費補助金、鳥獣害対策整備事業費補助金

１ 事 業 費 【財源内訳】 【主な使途】

４４，５７９ 国 費 32,429 需用費 4,310（印刷製本）

（前年度 １，６４０） 一般財源 12,150 原材料費 2,866（実証資材）

補助金 35,879

２ 事業目的

イノシシ、シカ、サルおよびクマなどの獣による農作物の被害が県内全域に広がっ

ている。そこで、被害対策の人材育成、農家・関係機関等への普及啓発、防護柵など

の設置支援、地域ぐるみの取組体制の整備など、生息地管理・被害管理・個体数管理

が一体となった総合的な鳥獣害対策を推進。

３ 事業内容

（１）県推進事業（鳥獣害対策推進事業費）

①鳥獣害対策相談員育成講座の開催

鳥獣被害対策の地域リーダーを育成するため講習会を開催

②鳥獣被害防止パンフレットの作成

鳥獣害対策が必要と考えられる地域に対策指針として配布

③サル被害対策実証ほの設置

サルによる被害の軽減技術を普及するため実証ほを設置

（２）獣害総合対策事業費補助金

【事業主体】市町村

【補助率】 県：１／２以内

【内 容】 獣害に強い集落づくりのための緩衝帯及び電気牧柵の設置

（３）鳥獣害対策整備事業費補助金

【事業主体】市町村、農事改良組合

【補助率】 国：１／２以内

【内 容】 被害防止施設としての恒久柵の設置

総合的な鳥獣害対策（３つの管理）

生息地管理

野生鳥獣生息地の適切な整備による農地や集落への出没の抑制

⇒緩衝帯の設置、獣の隠れ家・住み処の除去、里山の整備、

個体数管理 被 害 管 理

鳥獣個体数の適切な管理 被害状況を把握し、適切な被害

⇒捕獲の実施、生息把握及び追払い 防止

⇒防護柵等の設置・相談員の活用


